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訪問調査日 令和　6　年　3　月　21　日

グループの理念である「自立と共生の権利を尊ぶナラティブな関わり」のもと、一人ひとりがやりたいこ
と、好きなこと、できることを大切にしながら、ともに楽しみながら毎日を過ごしています。ご利用者と一
緒に食事を作ったり、洗濯をしたり、洗濯物をたたんだり、掃除をしたりといった家事を職員と一緒に、
負担にならない程度に行っていただき、役割を感じていただけるよう配慮しております。一人ひとりの想
いに耳を傾け、できる限りご利用者のご希望に沿った想いの実現の為、毎日の対話を大切にしており
ます。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

ホーム目標「笑顔と笑い声の絶えないグループホームゆかりの杜」を実現するため、入居者と
ゆたかな生活を共に「創り、築こう」を掲げ、会話を通して楽しく暮らせるよう実践している。入
居者一人ひとりを敬い、「出来ないから」ではなく「出来ること」を増やす工夫をし、「出来た」喜
びに繋がることを大切に支援している。生活の流れの中で現有能力を活かし、身体機能の維
持と重度化防止に取り組んでいる。職員は日常生活や行事などを通して、入居者から笑顔で
優しい感謝の言葉は業務への励みとなっている。目標達成計画は「運営推進会議の書面報
告に対して、メンバーから意見を聞く」「災害時における地域との協力体制」は達成している。
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令和　5　年　12　月　12　日

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで身体や精神の
状態に応じて満足出来る生活を送っている。
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がりや深まりがあり、事
業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない

職員は、やりがいと責任を持って働けている。
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が

60
利用者の意思を出来る限り尊重し、外出等の支
援をする努力をしている。
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、医療機関との連携や、安全面で不安
なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

59

一万人市民委員会宮城
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2.自己評価および外部評価結果(詳細)（事業所名　グループホームゆかりの杜　　）「ユニット名 　なつめ　」

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 (6) ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払い、
防止に努めている

今年度はまだ開催できていませんが、書面
等で事業所の取り組みの報告をするととも
に、助言をいただいています。また、可能な
限り地域主催のケア会議に出席して関係性
を築くよう心掛けています。

介護認定更新や介護事故報告、生活保護、
成年後見制度等を相談し助言を貰っている。
認知症初任者研修や認知症リーダー研修等
に参加している。地域密着型サービス集団指
導資料等を通して、情報交換している。

身体拘束は、法人として行わないことになって
います。また、年4回、身体拘束防止委員会を
開催するとともに、年2回、事業所内で勉強会
を実施し、職員の理解を深めるようにしていま
す。玄関は夜間以外は開放しており、自由に
外に出られる環境整備をしています。

身体拘束緊急性３原則や事例１１項目、身体
的機能の低下、精神的苦痛等の意見交換を
している。不適切と思われる声がけ等を話し
合い、「どうされましたか」等、職員間で具体
的な声がけ等を共有し、身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

事業所内における勉強会を通して、職員の
理解と意識づけに努め、気づいた時や、時
間を決め定期的に職員内で日々の関わりの
方について振り返りを行っています。

高齢者虐待排除マニュアルを用いて、虐待
の種類や通報義務、気づきシートで勉強会を
実施している。着替え時や入浴の際にあざ等
がないか、言葉による行動制限がないか等
を確認し合い、虐待未然防止に努めている。

法人の理念・社是のもと、なじみの環境、地
域での生活を支えることを意識し、さらに「楽
しむ」事を目標に継続しています。その人と
何ができるかを考え、一緒に楽しめることを
常に考え、職員と共有しています。

法人理念や社是、ホーム目標を半年毎に話
し合い、ケア等の気づきを実践に活かしてい
る。個々の趣味や出来る事、やって見たい事
等、その人らしく、笑顔と笑い声の絶えない
楽しい生活が出来るよう支援している。

町内会に加入しています。昨年度はコロナウイルス
感染対策のため、地域で行われている行事への参
加は出来ていませんでしたが、少しずつ参加出来
るようになってきました。地域清掃や公園の花壇手
入れ、回覧板、近隣公園で犬の散歩されている方と
のお話等で地域の情報を収集しています。

町内会の回覧板や地域清掃等で情報を得て
いる。ホーム周辺の散歩や近隣のコンビニへ
の買物等で、地域住民と挨拶を交わすなど
交流している。コロナ禍で自粛しているが、行
事等に双方交流できるよう話し合っている。

今年度もコロナウイルス感染予防対策の為、
現在は中止していますが、入居の問い合わせ
の際や直接訪問してくださった地域の方に対
し、認知症に対しての対応方法や助言、相談
には都度対応させて頂いてます。

今年度もコロナウイルス感染予防対策の為、
開催できていませんが、定期的に事業所の状
況やコロナウイルス感染予防対策等について
を書面でお伝えしています。開催できる状況に
なったら再度実施していきます。

書面で年６回開催している。ホームから生活
状況や行事、外出、看取り、外部評価等を分
かりやすく報告している。メンバーから地域行
事やコロナ感染状況、地域包括の研修会等
の情報を貰い、運営に活かしている。

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

令和５年度 1/8 一万人市民委員会宮城
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 (7) ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 (8) ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 (9) ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

法人内研修のほか、法人外の研修に関して
は、職員の希望や能力に応じて自由に参加で
きるようになっております。また、新人育成に
関してはプログラムに沿った「働きながらトレー
ニング」できる仕組みを設けています。

今年度は、嚥下状態が低下された方、ADL
が低下された方のリハビリに関してなど、系
列施設に配置されている専門職へ働きか
け、知識をもらい、評価をもらったりする機
会を設けています。

地域包括支援センターや居宅介護事業所、
福祉用具事業所等と情報交換し助言を貰っ
ている。地域ケアよろず懇話会「宮城県の若
年性認知症施策の取組み」講演会にオンラ
インで参加し、サービス向上に活かしている。

入居前に、ご本人・ご家族へ契約書や重要
事項など、十分な説明をしています。不安や
疑問点などを確認しながら説明を行い、理
解・納得いただいたうえでサービス利用を開
始できるようにしています。

ご家族との電話連絡や面会時に日々のお話を通
して意見や要望を集めるとともに、日頃からのご
家族との信頼関係の構築に努め、率直な意見を
いただけるような関わりを大切にしています。意
見や要望をいただいた際は職員間で共有し、ミー
ティング等を行い、改善に努めています。

家族からの要望等は、職員間で話し合い
個々に対応している。食事量の相談を受け
「刻み食」から「ミキサー食」に変更した。入居
者毎の「ゆかりの杜だより」は、本人の表情を
見ることが出来ると家族から好評である。

年2回個人面談を実施しています。また、ア
ンケートや事業所内ミーティングなどを通じ
て職員の意見を聞き、運営に反映できるよう
に努めています。

管理者や職員は、気軽に話し合える環境で
ある。オンライン面会やケアに関する事、備
品購入等の提案は、改善に向けて話し合い
反映している。個々の意見等は尊重し実現す
ることで、職員の働く意欲に繋がっている。

チャレンジ制度を設け、自らが取り組んでいける
制度があります。（ミミズクチャレンジ・サクシード
チャレンジ）また、ご利用者と一緒にイベント企画
を行い、かつワークライフバランスを意識しながら
職員がやりがいをもって主体的に働けるような環
境づくりに努めています。

事業所内で勉強会を行い、成年後見制度や
日常生活自立支援事業について学ぶ機会
を設けています。

令和５年度 2/8 一万人市民委員会宮城
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、
本人の安心を確保するための関係づくりに努めて
いる

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、他
のサービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 (10) ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

表情や行動・言動から、ご利用者同士の関係性
の把握に努め、食事の席や居場所に配慮してい
ます。外出や行事を通じて、ご利用者同士で交流
できる機会を設け、職員が間に入ってお互いの
事を理解し合い、繋がりが持てるような関わり大
切に支援しております。

ご本人やご家族、居宅介護支援事業所職員や利
用していた施設・病院などからの情報収集を行
い、必要としているサービスの見極めを行ってい
ます。何よりも、ご本人とご家族が安心して生活し
て頂けるように、必要なサービスについて相談を
重ね支援しています。

その日の体調を考慮しながら、ご本人がしたい事
や長年行ってきた習慣を変えることなく行えるよう
な環境を整え、役割やメリハリを持った生活を送
れるようにしています。今までの経験や得意な事
を活かして他の入居者や職員に様々な事を教え
て頂きながら、生活しています。

イベントをご利用者と一緒に計画・実施し、ご家
族には写真でお伝えしています。また面会時や
電話等で生活のご様子を伝えたり、毎月「写真入
りの手紙」をお届けしています。LINEやZoomでの
面会も可能である事をお伝えして、ご希望があっ
た際は実施していました。

現在はコロナウイルス感染予防対策を行い
ながら、毎年ご家族と行っていた母の日の
お祝いや誕生日イベント等、何度もご家族と
調整しながら実施できました。

家族や親戚、友人等の来訪や電話でのやり
取りは、入居者の楽しみに繋がっている。家
族と馴染みの台原森林公園へドライブに出
掛けている。行きつけの美容室やかかりつけ
医受診の際、馴染みの方と交流している。

利用に至るまでに、ご本人・ご家族を含めた事
前面談を通じて、ご本人の想いや考えを聞き
取り、ご本人が安心してサービスの利用を開
始できるように努めています。また、信頼関係
を構築できるよう、日々の関わりを大切にして
います。

サービス利用に至るまでに、話し合いの場を
多く持ち、見学や電話連絡を通じて、ご家族の
感じている不安・悩み・要望等に耳を傾けるよ
う努めています。また、信頼関係構築を心が
け、ご家族との関わりをさせて頂いておりま
す。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 (11) ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 (12) ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

ご本人のできること・難しいことの把握を行い、で
きない所を補うように努めています。その方の過
ごし方も、季節や心身の状態によって変化が見ら
れるので、その際は生活記録や申し送りで伝達
し、職員全員が把握できるよう努めています。

ご本人、ご家族にケアの意向を確認し、関係者で
ケアカンファレンスを開催し、介護計画を立てて
います。ご自分の想いを上手く表現できない方の
介護計画については、特に情報収集に努め、ご
本人の立場に立ち計画を作成し、モニタリングを
行っています。

入居者の視点に立って、現状に即した必要な
支援を盛り込んでいる。「新しい環境に慣れ、
安心して生活を送りたい」要望は、職員と一
緒に家事や入居者と話が出来るよう、食席に
配慮する等を盛り込み作成している。

日常生活の様子について細かく記録し月1
回のミーティング時に日々の様子を話し合
い、ケアの工夫、ご本人の状態の変化があ
れば、職員間で情報を共有し、介護計画に
反映させ、ケアを実践しています。

ご本人やご家族の希望や状況に合わせた
対応（買い物、通院、個別外出など）を行っ
ています。また、主治医よりリハビリなどの
必要性が認められる場合は、デイケアや訪
問マッサージの利用を実施しています。

退所されたご利用者のご家族と折に触れ、
電話連絡を行ったり、散歩の途中で寄って
下さったご家族と昔話をしたり相談を受けた
り、関係性の継続を行っています。

日々の関わりや、会話の中からご本人の想
いを汲み取れるように配慮し、どんな些細な
ことでも知り得た情報を職員間で共有し、そ
の方らしい生活が送れるよう、支援をしてい
ます。

入居者一人ひとりの思いを汲み取り、自分で
出来る事やしたい事等を実現できるよう支援
をしている。「楽しく過ごしたい」思いは、「好き
な音楽を聞く時間を作る」等、その人らしく笑
顔で楽しく暮らせるよう支援している。

ご本人やご家族から情報収集をし、バックグ
ラウンドアセスメント表を活用し、その方の生
活歴等を把握し、ホームでの生活に取り入
れられるよう、支援しています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 (13) ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に
伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看
護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そ
うした場合に備えて病院関係者との関係づくりを
行っている。

33 (14) ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 (15) ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築いている

入居前に、重度化した場合における指針の説明
をしています。その場面においてご本人やご家族
の意向を随時確認しながら、事業所でできる事を
検討して対応を行っています。その人らしく最期
を迎えられるように日頃の関わりを大切にし、ご
家族からもご本人の昔や想いを伺うようにしてい
ます。

看取り介護は主治医の指示に基づき、多職
種間の連携でケアに努めている。主治医や
訪問看護師と２４時間連携体制を構築してお
り、家族や職員の安心感に繋がっている。家
族の宿泊に対応し、家族と共に安らかに最期
を迎えられるよう支援している。

年間研修計画を策定し、急変時の対応や事故発
生時の応急手当の研修を行っています。また定
期的に職員間で急変時の対応を再確認したり、
日頃から新人職員に対して看護師や経験年数の
ある職員より、対応について確認、AEDの使い方
についても定期的に研修を行っています。

定期的に防災訓練を実施し、災害時に冷静
に対応できるように備えるとともに、災害時
の備蓄品も確保しています。今後も運営推
進会議等にて協力体制について話し合いを
行っていきます。

夜間想定を含む年２回の避難訓練を実施し
ている。消防署へ通報等の手順を確認し実
施している。身体状況に応じた避難誘導方法
等の意見は、次に活かす取組みをしている。
近隣住民等へ見守りの協力要請をしている。

町内会に加入し、回覧板などから地域行事
を把握しています。また、町内の清掃活動に
ご利用者と一緒に参加していただけるよう日
頃よりご近所を散歩する際は住民の方とコ
ミュニケーションを図っております。

通い慣れたかかりつけ医との関係性を大切に
しながら、ご家族の要望や状況に合わせて付
き添い支援を行っています。また、ご家族が受
診の付き添いを行う時は受診報告書を作成
し、病状や生活の様子をお伝えしています。

入居前のかかりつけ医受診は１名で、他の
入居者は月２回の訪問診療である。訪問診
療医や協力医療機関の看護職員、訪問看護
師と２４時間連携体制が整っている。専門医
受診は、必要に応じて支援している。

個々のご利用者に対する健康管理について看護
職員との相談体制を整えています。急変や体調
不良時は指示を仰ぎながら対応を行っておりま
す。受診の報告や内服薬の変更時は、情報共有
ノートに記入し共有を図っています。また、夜間は
訪問看護のオンコールも利用しています。

入院時はサマリーを提出し、普段のご本人の様
子を病棟の担当看護師に直接お伝えして、入院
生活を安心して送れるように関係づくりを行いま
す。現在は面会に行けない状況ですが、退院日
が決定されたら、病院相談員と連携し、退院に向
けて準備を行い、入院中の状況等の情報はユ
ニット内で共有しています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 (16) ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 (17) ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

その方の疾病や体重を考慮し、必要時は栄養
士に相談をしながら、食事や水分量の調整を
行っています。状況に合わせて食事形態を変
更したり、その方の好きな飲み物を提供し、水
分量が確保できるように努めています。

朝夕に関しては、その方の能力に応じた方法での
口腔ケアを実施しています。口腔ケアの声掛け、義
歯洗浄を支援しています。昼食後に関してはお一
人お一人の生活習慣を考慮し、口腔ケアの声がけ
を行い対応しています。必要に応じてはその方に合
わせて、定期的に訪問歯科による、アドバイスや指
導を受けています。

普段の関わりや会話の中からご利用者の想い
や希望を把握をするように努めています。把握
した希望に関しては、可能な限り希望に沿うよ
うに職員間や必要に応じてご家族にも協力し
てもらいながら、実現できるようにしています。

お一人お一人のペースを尊重し、その方が
希望されている事を優先して支援を行って
います。また情報を職員間で共有し、ご本人
の負担にならないような生活が送れるよう配
慮しています。

在宅時の写真を持参して頂き、その方が好
まれていた髪型や服装にできるようにしてい
ます。また、季節に合わせてその方に合った
衣服を一緒に準備したり購入するなどの支
援を行っています。

お誕生日にはその方が好んで召し上が るメ
ニューを伺いご用意し、皆さんでお祝いをしたり、
季節の物を取り入れ、一緒に準備から片付けま
でを行っています。イベント食（父の日、母の日、
芋煮会等）企画から実行までを入居者の皆さんと
行いました。

芋煮会は、入居者の希望で仙台風と山形風
の２種類作り、味の食べ比べで盛り上がっ
た。おせち料理やおはぎ、ちらし寿司、オムラ
イス等が喜ばれている。おやつや白玉ぜんざ
い、干し柿等を楽しみながら作っている。

お一人お一人の人格を尊重し、その時々の
ご利用者に合った対応や声がけを行ってい
ます。対応については、情報共有ノートで共
有する、毎月のミーテイング時に振り返りの
時間を設けています。

苗字か名前に「さん」付けで呼んでいる。これ
までの生活習慣を大切に、人格を尊重し「出
来る事はしてもらう」等、誇りやプライバシー
を損ねないよう心掛けている。笑顔で話を聞
く、命令口調にならないよう対応している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

43 (18) ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （19） ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （20） ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

コロナウイルス感染予防対策を行いながら、
少しずつですが、外出の機会は増えてきま
した。少人数でのドライブをはじめ、個別対
応で近所への散歩や買い物へ一緒に行くな
ど、ご本人の希望を伺いながら実施していま
す。

ホーム周辺の公園まで散歩やコンビニへ買
物に出掛けている。四季折々に合わせて、東
照宮へ初詣や安養寺公園へ八重桜、加茂神
社へ紅葉狩りに出掛け、自然と触れる支援に
努めている。本人の希望で松島へ出掛ける
等、個別支援に応じている。

希望に応じて入浴を行っています。夜間浴も実施
しています。ご自身で準備して入浴することが難
しい方に対しては、その方が傷つかないよう配慮
を行いながら、気分よく入浴できるように入浴支
援を行っています。入浴剤等も使用しその方が楽
しめる場を提供出来るよう努めています。

本人の生活習慣等に配慮し、週２～３回で午
前・午後入浴できるよう、個々の要望に応じ
た支援をしている。夕食後に入浴する方もい
る。リフト浴があり、浴槽を跨ぐのが難しい方
でも、湯船に浸かり気持ち良く入浴している。

日々の睡眠状況を把握し、日中にどんなケア
が必要かを考えながら、安眠できるよう支援を
しています。不安が強く、眠れない様子が見ら
れる方には、傾聴し、安心できるよう声掛けを
行うと共に、入眠しやすい環境作りを行ってい
ます。
薬表をファイルに綴じ、いつでも確認できるよう
にしています。効能や副作用の他に医師から
の注意点、助言があれば連絡ノートに記載し、
状態観察の指標の一つにしています。また、
大きな症状の変化等がないか観察を行ってい
ます。

お一人お一人がこれまで歩んできた人生経
験を活かし、得意なことや楽しみごとを大切
にして生活できるように支援しています。家
事を一緒に行い、それぞれが役割を感じて
いただけるような支援を行っています。

お一人お一人の排泄サインを見逃さないよう
にケアにあたっています。排泄のリズムや尿量
も職員全員で把握できるよう情報共有し、お一
人お一人に合ったパットを選択し、皮膚トラブ
ルや使用量が最小限になるよう努めていま
す。

本人の出来ることを職員間で共有し、適切な
声掛けや誘導、介助、見守り等で、トイレで排
泄出来るよう支援している。夜間は安眠を妨
げないよう、パッドを変えたり、ポータブルトイ
レを置く等、個々に応じた支援を行っている。

お薬の副作用、食事量、運動、活動量、睡眠
状況など日々の観察を行いながら原因を探
し、個々の状況に応じた予防に努めておりま
す。またその方の状況に合わせながら薬調整
など主治医との連携にも努めております。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （21） ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （22） ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

家具の配置を工夫したり、居室ドアやトイレ
等に表札を掛けることにより部屋がわかるよ
うに工夫しています。ご本人の力を活用でき
るようサポートを行い、個別に支援していま
す。

ご利用者の性格や相性を考慮し、気の合う
方同士でテーブルを囲み、一緒に過ごせる
空間に配慮しています。

ご本人やご家族と相談しながら、新しいもの
ではなく、今までご自宅で使用していた使い
慣れたものをご持参いただいています。そ
の方の心身状態の変化に伴い、安心して居
室で過ごせるような工夫を随時行っていま
す。

使い慣れた家具や好みの生活用品を持ち込
み、家族の写真を飾る等、落ち着いて過ごせ
るよう工夫している。身体機能に応じて、安全
に生活できるよう、家具等の配置に配慮して
いる。職員と一緒に掃除する方もいる。

一緒に買い物に行った際、必要額を所持し、
希望に応じてご自身でお支払いいただいてい
ます。ご自分で支払いが困難な方でも、職員と
一緒に品物を選び、その場でお支払いの内容
を説明するなど、お金を使うことに対する支援
を行っています。

ご本人から要望があった際には、ご家族や知人
の方に電話できるように支援しています。手紙に
ついても、一緒に便箋を購入しにいき、知人への
手紙のやりとりをサポートしています。また、LINE
やZoomを使用して県外にお住いのご家族と面会
を行っています。

その方が好まれる音楽やご家族が準備して下
さったDVDを上映し皆さんで楽しまれる姿が見ら
れています。また、コロナウイルス感染予防対策
の為、常時換気を行っていますが、暑さや寒さを
不快に感じないよう、冷暖房の調整も行っていま
す。ホールの壁には季節ごとの設え設置。設えの
作成は入居者と一緒に行っています。

リビングは照明や温湿度管理等に気を配り、
居心地よく過ごしやすい環境に努めている。
壁には行事の写真や職員と一緒に作った手
づく作りカレンダー等を飾っている。季節毎に
鏡餅や雛人形、七夕飾り、クリスマスツリー
等を飾り、四季を感じるよう工夫している。
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令和 5 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○ ○

○

○

○
○

○ ○

○ ○

○ ○

○
62

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、医療機関との連携や、安全面で不安
なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

59

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

60
利用者の意思を出来る限り尊重し、外出等の支
援をする努力をしている。
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない

職員は、やりがいと責任を持って働けている。
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がりや深まりがあり、事
業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

利用者は、職員が支援することで身体や精神の
状態に応じて満足出来る生活を送っている。
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

宮城県仙台市宮城野区榴岡４－２－８　テルウェル仙台ビル２階

NPO法人　介護の社会化を進める一万人市民委員会宮城県民の会

所在地

事業所名

評価機関名

自己評価作成日

http://www.kaigokensaku.jp/

令和　5　年　12　月　13　日

1  自己評価及び外部評価結果

0495500720

法人名 株式会社ナラティブ

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号

訪問調査日 令和　6　年　3　月　21　日

グループの理念である「自立と共生の権利を尊ぶナラティブな関わり」のもと、一人ひとりがやりたいこ
と、好きなこと、できることを大切にしながら、ともに楽しみながら毎日を過ごしています。ご利用者と一
緒に食事を作ったり、洗濯をしたり、洗濯物をたたんだり、掃除をしたりといった家事を職員と一緒に、
負担にならない程度に行っていただき、役割を感じていただけるよう配慮しております。一人ひとりの想
いに耳を傾け、できる限りご利用者のご希望に沿った想いの実現の為、毎日の対話を大切にしており
ます。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

ホーム目標「笑顔と笑い声の絶えないグループホームゆかりの杜」を実現するため、入居者と
ゆたかな生活を共に「創り、築こう」を掲げ、会話を通して楽しく暮らせるよう実践している。入
居者一人ひとりを敬い、「出来ないから」ではなく「出来ること」を増やす工夫をし、「出来た」喜
びに繋がることを大切に支援している。生活の流れの中で現有能力を活かし、身体機能の維
持と重度化防止に取り組んでいる。職員は日常生活や行事などを通して、入居者から笑顔で
優しい感謝の言葉は業務への励みとなっている。目標達成計画は「運営推進会議の書面報
告に対して、メンバーから意見を聞く」「災害時における地域との協力体制」は達成している。

基本情報リンク先

仙台市泉区南光台1丁目5番18号所在地

グループホームゆかりの杜　　　　　　　ユニット名　あやめ

一万人市民委員会宮城

http://yell.hello-net.info/kouhyou/
http://yell.hello-net.info/kouhyou/
http://yell.hello-net.info/kouhyou/
http://yell.hello-net.info/kouhyou/
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http://yell.hello-net.info/kouhyou/
http://yell.hello-net.info/kouhyou/
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2.自己評価および外部評価結果(詳細)（事業所名　グループホームゆかりの杜　　）「ユニット名 　あやめ　」

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 (6) ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払い、
防止に努めている

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

今年度もコロナウイルス感染予防対策の為、現
在は中止していますが、入居の問い合わせの際
や直接訪問してくださった地域の方に対し、認知
症に対しての対応方法や助言、相談には都度対
応させて頂いてます。

今年度もコロナウイルス感染予防対策の為、
開催できていませんが、定期的に事業所の状
況やコロナウイルス感染予防対策等について
を書面でお伝えしています。開催できる状況に
なったら再度実施していきます。

書面で年６回開催している。ホームから生活
状況や行事、外出、看取り、外部評価等を分
かりやすく報告している。メンバーから地域行
事やコロナ感染状況、地域包括の研修会等
の情報を貰い、運営に活かしている。

法人の理念・社是のもと、なじみの環境、地
域での生活を支えることを意識し、さらに「楽
しむ」事を目標に継続しています。その人と
何ができるかを考え、一緒に楽しめることを
常に考え、職員と共有しています。

法人理念や社是、ホーム目標を半年毎に話
し合い、ケア等の気づきを実践に活かしてい
る。個々の趣味や出来る事、やって見たい事
等、その人らしく、笑顔と笑い声の絶えない
楽しい生活が出来るよう支援している。

町内会に加入しています。昨年度はコロナウイルス
感染対策のため、地域で行われている行事への参
加は出来ていませんでしたが、少しずつ参加出来
るようになってきました。地域清掃や公園の花壇手
入れ、回覧板、近隣公園で犬の散歩されている方と
のお話等で地域の情報を収集しています。

町内会の回覧板や地域清掃等で情報を得て
いる。ホーム周辺の散歩や近隣のコンビニへ
の買物等で、地域住民と挨拶を交わすなど
交流している。コロナ禍で自粛しているが、行
事等に双方交流できるよう話し合っている。

事業所内における勉強会を通して、職員の
理解と意識づけに努めるとともに、定期的に
職員内で日々の関わりの方について振り返
りを行っています。

高齢者虐待排除マニュアルを用いて、虐待
の種類や通報義務、気づきシートで勉強会を
実施している。着替え時や入浴の際にあざ等
がないか、言葉による行動制限がないか等
を確認し合い、虐待未然防止に努めている。

今年度はまだ開催できていませんが、書面等で
事業所の取り組みの報告をするとともに、助言を
いただいています。また、可能な限り地域主催の
ケア会議に出席して関係性を築くよう心掛けてい
ます。

介護認定更新や介護事故報告、生活保護、
成年後見制度等を相談し助言を貰っている。
認知症初任者研修や認知症リーダー研修等
に参加している。地域密着型サービス集団指
導資料等を通して、情報交換している。

身体拘束は、法人として行わないことになっていま
す。また、年4回、身体拘束廃止のための委員会を
開催するとともに、年2回、事業所内で勉強会を実
施しております。中途入職した際には都度、勉強会
を開催し理解を深めるようにしています。玄関は夜
間以外は開放しており、自由に外に出られる環境を
整え、お散歩希望の方とは一緒に外出し気分転換
を図っています。

身体拘束緊急性３原則や事例１１項目、身体
的機能の低下、精神的苦痛等の意見交換を
している。不適切と思われる声がけ等を話し
合い、「どうされましたか」等、職員間で具体
的な声がけ等を共有し、身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 (7) ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 (8) ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 (9) ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

ご利用者の中に、後見人制度や日常生活自
立支援を利用されている方もおり、担当者との
連絡、書類のやり取りも職員が行っている為、
経験年数のある職員から新入職員へやりとり
の仕方を教えるなど、実際の場で覚える機会
があります。

年2回個人面談を実施しています。また、ア
ンケートやミーティング、連絡ノートに記入す
るなどし職員の意見を聞き、事業所運営に
反映できるように努めています。

管理者や職員は、気軽に話し合える環境で
ある。オンライン面会やケアに関する事、備
品購入等の提案は、改善に向けて話し合い
反映している。個々の意見等は尊重し実現す
ることで、職員の働く意欲に繋がっている。

チャレンジ制度を設け、自らが取り組んでいける
制度があります。（ミミズクチャレンジ・サクシード
チャレンジ）また、ご利用者と一緒にイベント企画
を行い、かつワークライフバランスを意識しながら
職員がやりがいをもって主体的に働けるような環
境づくりに努めています。

入居前に、ご本人・ご家族へ契約書や重要
事項などについて十分な説明をしています。
不安や疑問点などを説明しながら確認し、ご
理解をいただいたうえでサービス利用を開
始できるようにしています。

ご家族との電話連絡や面会時に日々のお話を
通して意見や要望を集めるとともに、毎月発行
する「杜だより」で、ご利用者の最近の様子や
写真を載せたものをお渡ししています。ご意見
や要望をいただいた際は職員間で共有し、時
間を置かず改善に努めています。

家族からの要望等は、職員間で話し合い
個々に対応している。食事量の相談を受け
「刻み食」から「ミキサー食」に変更した。入居
者毎の「ゆかりの杜だより」は、本人の表情を
見ることが出来ると家族から好評である。

法人内研修のほか、法人外の研修に関して
は、職員の希望や能力に応じて自由に参加で
きるようになっております。また、新人育成に
関してはプログラムに沿った「働きながらトレー
ニング」できる仕組みを設けています。

今年度はお看取りの方がおられ、コロナの
流行状況に配慮しながら可能な限り必要に
応じて系列施設に配置されている専門職へ
働きかけ、知識をもらったり、評価をもらった
りする機会を設けています。

地域包括支援センターや居宅介護事業所、
福祉用具事業所等と情報交換し助言を貰っ
ている。地域ケアよろず懇話会「宮城県の若
年性認知症施策の取組み」講演会にオンラ
インで参加し、サービス向上に活かしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、
本人の安心を確保するための関係づくりに努めて
いる

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、他
のサービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 (10) ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

ご本人やご家族との事前面談を通し、ご本人の
想いや考えを聴き取りながら、ご本人が安心して
サービスの利用を開始できるように努めていま
す。また、信頼関係を構築できるよう日々の関わ
りや会話を第一に心がけ具体的な要望をお伺い
しています。

サービス利用に至るまでに、見学や電話連
絡を通じて、ご家族の感じている不安・悩
み・要望等に真摯に向き合っています。その
際、事業所で何ができるのか多職種で意見
交換、情報共有もしています。

面会時や電話等で生活の様子を伝えたり、毎
月発行している「杜だより」に写真を添付してお
届けしています。またイベントを入居者と一緒
に計画・実施しています。気になったことや嬉
しいこと等、小さな事でもこまめに報告の電話
しています。

コロナウイルス感染予防対策のための体調
を確認しながら、お部屋で面会して頂いてい
ます。また電話でお話をして頂いたり、LINE
やZoomを使っての面会のご案内も継続して
行っています。

家族や親戚、友人等の来訪や電話でのやり
取りは、入居者の楽しみに繋がっている。家
族と馴染みの台原森林公園へドライブに出
掛けている。行きつけの美容室やかかりつけ
医受診の際、馴染みの方と交流している。

ご本人やご家族、地域連携失、居宅介護支援
事業所や利用していた施設から現状の情報収
集を行い、必要としているサービスの見極めを
行っています。ご本人やご家族の想いに耳を
傾け、状況に応じて必要なサービスについて
相談しながら支援しています。

ご本人がやりたい事やこれまでお好きだった
趣味活動、役割を通じて自分らしい生活を送
れるようにしています。適宜職員間で話し合い
の機会を持ち、その方を中心に私たちにでき
ることは何か話し合い、入居者同士の関係性
構築にも配慮しています。

表情や仕草等からご本人同士の関係性把握
に努め、食事の席や居場所に配慮していま
す。可能な限り外出や季節行事をとおして交
流できる機会を設け、職員が間に入りながら
会話や穏やかに居心地よく過ごせるよう関わ
らせていただいています
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 (11) ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 (12) ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

日々の関わりや会話の中から、またはご家
族からご本人の想いを汲み取り、間を置か
ず職員間で情報共有しています。その方に
とって居心地よく、自分らしく生活が継続で
きるよう努めています。

入居者一人ひとりの思いを汲み取り、自分で
出来る事やしたい事等を実現できるよう支援
をしている。「楽しく過ごしたい」思いは、「好き
な音楽を聞く時間を作る」等、その人らしく笑
顔で楽しく暮らせるよう支援している。

ご本人やご家族から情報収集をしながら
バックグラウンドアセスメント表を活用し、そ
の方の生活歴をホームでの生活に取り入れ
られるよう職員間でも情報共有に努めてい
ます。

退居された入居者のご家族と電話や年賀状
で近況をお伺いしています。入院先から転
居されたご家族とは電話でのやり取りも継
続しています。

日々の様子についてこまめに記録し、職員
間で情報を共有しています。関わりの工夫、
ご本人の状態に変化があれば職員間で都
度、情報共有し、介護計画に反映させ実践
しています。

ご本人の希望やその時々の状況に合わせ
て、買い物、通院、個別の外出の機会を設
けています。急なニーズに対しては他ユニッ
ト職員とも連携し、柔軟な対応を心がけてい
ます。

ご本人のできること・お手伝いが必要なことを
把握し、できないところを補うように努めていま
す。その方の過ごし方については個人記録や
日々の申し送りで伝達し、健康状態なども含め
て職員全員が把握できるよう努めています。

ご本人、ご家族の意向を適宜確認しながら、ケ
アカンファレンスを開催し介護計画を作成して
います。ご自分の想いを上手く表現できない方
については、日常会話や活動等で情報収集に
努め、ご本人の立場に立ち作成しています。

入居者の視点に立って、現状に即した必要な
支援を盛り込んでいる。「新しい環境に慣れ、
安心して生活を送りたい」要望は、職員と一
緒に家事や入居者と話が出来るよう、食席に
配慮する等を盛り込み作成している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 (13) ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に
伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看
護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そ
うした場合に備えて病院関係者との関係づくりを
行っている。

33 (14) ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 (15) ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築いている

健康管理について小さな変化を見逃さないよ
う少しの変化でも看護職員と情報共有していま
す。体調不良時は指示を仰ぎながら対応を
行っております。また情報共有ノートに記入し、
誰でもわかるような体制を整えています。

ご家族に事前に搬送先のご希望をお伺いして
おります。入院時のサマリー作成を通し、病院
関係者と連携し安心して入院生活を送れるよ
う関係作りに努めています。退院の際は関係
者と連絡を取り合いながら退院後の支援方法
を職員と共有しています。

町内会に加入し、回覧板などから地域行事
を把握したり、適宜、町内会長や地域包括
支援センターの職員や民生委員などからご
意見をいただいています。

以前からのかかりつけ医へ受診を継続すると
ともに、ご家族の状況に合わせ、ご家族の対
応が難しい場合には職員が付き添いを行って
います。ご家族受診の際は、報告経過報告書
を作成し、病状や生活の様子をお伝えしてい
ます。

入居前のかかりつけ医受診は１名で、他の
入居者は月２回の訪問診療である。訪問診
療医や協力医療機関の看護職員、訪問看護
師と２４時間連携体制が整っている。専門医
受診は、必要に応じて支援している。

定期的に防災訓練を実施し、災害時に冷静
に対応できるように備えるとともに、災害時
の備蓄品も確保しています。今後も運営推
進会議等にて協力体制について話し合いを
重ねていきたいと思います。

夜間想定を含む年２回の避難訓練を実施し
ている。消防署へ通報等の手順を確認し実
施している。身体状況に応じた避難誘導方法
等の意見は、次に活かす取組みをしている。
近隣住民等へ見守りの協力要請をしている。

入居前に、重度化した場合における指針の
説明をしています。人生会議を開催しその
場面においてご本人やご家族の意向を随時
確認しながら、事業所でできる事を説明し医
師や関係者とも連携を図りながら希望を
伺っています。

看取り介護は主治医の指示に基づき、多職
種間の連携でケアに努めている。主治医や
訪問看護師と２４時間連携体制を構築してお
り、家族や職員の安心感に繋がっている。家
族の宿泊に対応し、家族と共に安らかに最期
を迎えられるよう支援している。

急変時の対応や、事故発生時の応急手当の
研修を行っています。また、定期的に職員間で
急変時の対応を再確認したり、日頃から新人
職員に対して訪問看護師や経験年数のある職
員より、対応について確認をしています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 (16) ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 (17) ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

その方の人格を尊重し、相手の立場になっ
て考えながら関わっています。不適切な応
対になっていないか職員間でお互い確認し
合ったり、ミーティング等で振り返る機会を
設けています。

苗字か名前に「さん」付けで呼んでいる。これ
までの生活習慣を大切に、人格を尊重し「出
来る事はしてもらう」等、誇りやプライバシー
を損ねないよう心掛けている。笑顔で話を聞
く、命令口調にならないよう対応している。

ご本人やご家族からお好みの装いを伺い、
化粧品も日ごろ使用していたものをご持参
いただいたりと在宅時と変わりないようサ
ポートしています。その日の装いはご本人に
決めていただいています。

食事メニューは適宜ご希望をお伺いしながら
献立を作成して、一緒に行える方とは調理か
らお片付けまで協力して頂いております。思い
出の食事について（クリスマスや誕生日）伺い
ながら計画・実行に移すことで喜んで頂けてい
ました。

芋煮会は、入居者の希望で仙台風と山形風
の２種類作り、味の食べ比べで盛り上がっ
た。おせち料理やおはぎ、ちらし寿司、オムラ
イス等が喜ばれている。おやつや白玉ぜんざ
い、干し柿等を楽しみながら作っている。

普段の関わりや会話の中から、ご本人の想
いや希望を把握できるよう努めています。ま
たご家族への聞き取りやアセスメントを把握
し、合理的配慮（筆談なども交え）を考えな
がら、自己決定できるように配慮していま
す。

お一人お一人のペースに合わせ、その方の
意向に沿うことが出来るよう支援していま
す。また、起床時間や就寝時間、朝食につ
いても各々の時間に合わせて対応を行って
います。

疾病や体重を考慮し、必要時は主治医に相談を
しながら食事や水分量の調整を行っています。体
調に合わせて食事形態を変えたり、その方の好
きな飲み物を提供し、水分量が確保できるように
努めています。栄養確保が難しい方には捕食で
補うようご用意しています。

朝夕に関しては、その方の能力に応じた方法での
口腔ケアを実施しています。口腔ケアの声掛け、義
歯洗浄を支援しています。昼食後に関してはお一
人お一人の生活習慣を考慮し、口腔ケアの声がけ
を行い対応しています。必要に応じて、定期的に訪
問歯科による、アドバイスや指導を受けています。
食後の緑茶飲用も取り入れています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

43 (18) ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （19） ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （20） ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

排泄パターン表から排泄サインや排泄のリズ
ム、尿量も職員全員で把握できるようにし、そ
の方に合ったパットを選択し、皮膚トラブルや
使用量が最小限になるよう努めています。布
パンツへの変更は可能かの検討も適宜行って
おります。

本人の出来ることを職員間で共有し、適切な
声掛けや誘導、介助、見守り等で、トイレで排
泄出来るよう支援している。夜間は安眠を妨
げないよう、パッドを変えたり、ポータブルトイ
レを置く等、個々に応じた支援を行っている。

お薬の副作用、食事量、運動、活動量、睡
眠状況など日々の観察を行いながら個々の
状況に応じた予防に努めております。薬だ
けに頼らず水分量の確保や乳製品を取り入
れて、自然排便ができるよう努めています。

薬表をファイルに綴じ、職員がいつでも確認で
きるようにしています。効能や副作用の他に医
師からの注意点、助言があれば記載し、状態
観察の指標の一つにしています。また、気にな
ることがあれば適宜、看護職員や主治医に相
談しています。
毎夕、晩酌を楽しみにされている方にはノンアル
コールビールをご用意しています。またご本人の
お誕生月には、ご本人に沿ったご希望に沿った
ケーキやお好みのメニューを用意しています。ご
本人の気持ちを尊重しながら掃除や洗濯たたみ
等の家事作業を通し、やりがいを感じていただい
ています。

ご本人の希望に応じて入浴を行っています。夕食後に
入りたいとご希望があった際は出来る限りご希望の時
間に入れるように対応しています。ご自身で準備して入
浴することが難しい方に対しては、職員がお手伝いに入
りながら一緒に準備ができるよう配慮しています。入浴
剤についても好みのものを選んでいただき匂いや湯舟
の色を楽しんで頂いております。

本人の生活習慣等に配慮し、週２～３回で午
前・午後入浴できるよう、個々の要望に応じ
た支援をしている。夕食後に入浴する方もい
る。リフト浴があり、浴槽を跨ぐのが難しい方
でも、湯船に浸かり気持ち良く入浴している。

日々の睡眠状況を把握し、日中の過ごし方
を考え安眠できるよう支援をしています。不
安が強く、眠れない様子が見られる方には
傾聴し、安心できるよう声掛けを行うと共
に、寝る前の足浴も取り入れています。

現在は昨年度より少しずつですが外出の機
会は増えています。近所への散歩やご本人
の希望を伺いながら少人数でのドライブ外
出を実施しています。お花見や紅葉見学
等、思い出の地を伺いながら参加して頂い
ていました。

ホーム周辺の公園まで散歩やコンビニへ買
物に出掛けている。四季折々に合わせて、東
照宮へ初詣や安養寺公園へ八重桜、加茂神
社へ紅葉狩りに出掛け、自然と触れる支援に
努めている。本人の希望で松島へ出掛ける
等、個別支援に応じている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （21） ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （22） ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

ご家族や知人の方と連絡が取りたいという
ご本人からの要望があった際には、ご本人
から電話できるように支援しています。手紙
についても、年賀状やハガキにご本人の想
いを代筆しています。

ご家族が準備して下さったCDやDVDを一緒に
鑑賞してます。コロナウイルス感染予防対策
の為、常時換気を行っていますが、室温が快
適であるよう適宜確認しながら冷暖房の調整
を行っています。毎月、季節に合った飾りを入
居者の皆さんと一緒に設えています。

リビングは照明や温湿度管理等に気を配り、
居心地よく過ごしやすい環境に努めている。
壁には行事の写真や職員と一緒に作った手
づく作りカレンダー等を飾っている。季節毎に
鏡餅や雛人形、七夕飾り、クリスマスツリー
等を飾り、四季を感じるよう工夫している。

一緒に買い物に行った際、お好きな物を選ん
で頂き、ご自身でお支払いできるようお手伝い
しています。ご自分で支払いが困難な方でも、
職員と一緒に品物を選び、その場でお支払い
内容を説明したり、一緒に確認しながら行って
います。

馴染みの家具や調度品を配置し、居室ドア
には表札等を付けて、自室だとわかるように
しています。ご本人の力を活用できるよう動
線や室内環境に配慮し個別に支援していま
す。

気の合う方とテーブルを囲めるようにしてい
ますが、その日毎に座る場所はご本人に決
めていただいています。また陽当たりの良い
場所にテーブルやソファーを設置し、くつろ
げる空間作りに配慮しています。

ご本人やご家族と相談しながら、今までご自
宅で使用していたなじみの物をご持参いた
だいています。また家族写真や趣味で作成
した絵等の作品を掲示し、その方の個性に
合わせたお部屋作りを支援しています。

使い慣れた家具や好みの生活用品を持ち込
み、家族の写真を飾る等、落ち着いて過ごせ
るよう工夫している。身体機能に応じて、安全
に生活できるよう、家具等の配置に配慮して
いる。職員と一緒に掃除する方もいる。
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